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＜連絡事項＞
なし
＜患者様連絡事項＞
・小笠原　美千代様～臨時薬２０日から同内容で３日分処方。
　　　　　　　　　　やまばと寮から体験利用の外泊帰院。5/18,23：40幻聴があり眠れない事を訴え不眠時の頓服服用。以後は眠れるようになり頓服も服用せず作業に参加され仕事の件で職員に質問している場面あったが落ち着いていたとの事。本人も、幻聴は１回だけで利用者の方々と会話でき楽しく戻れたと感想が聞かれています。持ち込みはフェスタオル、お菓子４袋、飲料水６本がありました。服薬も問題なく経過していました。
・吉田　守幸様～便秘時、ピコスルファート２本継続で処方。

・小栗　健太郎様～主治医へ5/25退院と決まった事を報告。5/25退院指示、初外来は6/2、10：00との事で医事課に予約依頼済み、退院時処方も依頼済みです。

＜要注目患者様＞
・民部田　和哉様～本日は他室侵入もなく過ごせご家族父親に小遣い銭や時計等をいつもってくるかの連絡日を改めて聞いて来る事あり。土曜日の夕方か、日曜日は１日よいことを伝えて納得され執拗さはなく素直に聞き入れて他者と一緒に過ごしている。
・小栗　健太郎様～5/20、深夜7：30頃退院の不安や苛々感で不穏時の頓服服用していた。以後は苛々感や退院の焦り聞かれず、同室者が昼食前に寝ている事を伝え声掛けして下さいと報告する発言も聞かれていた。また、ルーズリーフの１枚を八等分に切って血要する事を発見してから落ち着いている。スタッフの声かけや話しかけにも返答が聞かれるようになって衝動行為はみらえず過ごせている。
・中川原　義雄様～胃部不快感は消失したとの事。食事摂取量は全量摂取しているが、体重の変化や食事摂取量に波があるのはどうしてですかに「実は、10日前から自分で主食の盛りをセーブしていたんです。お腹がいっぱいになると便秘になるのが怖くてと説明していた。
 　　　　　　　今日から、主食が何グラムか聞かっているので勝手に変えず、普通に持って欲しいです。多い時に残す確実な残食状況を知りたいのでと促す 「はい。わかりました」と返事するが理解できているのか確認できないので介入が必要だと思われる。
＜環境整備状況評価＞
・トイレ前の床が汚れている為、汚染時は随時掃除するようにして下さい。

・大湊Ｎｓが環境予定表を作成したのげ予定表のとうりに各勤務帯で掃除を

　お願いします。
